
　

大
学
で
も
、
小・

中・

高
等
学
校
な
ど
と
同
様
に
、「
保
健
室
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
関
係
法
令
と
し
て
は
、
学
校
保
健
法
（
現・

学
校
保
健
安
全
法
）
に
「
第
７
条　

学

校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
そ
の
他
の
保
健
に
関
す
る
措
置

を
行
う
た
め
、
保
健
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
校
教
育
法
施
行

規
則
、
大
学
設
置
基
準
な
ど
が
あ
る
。

　

私
立
大
学
の
例
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
名
称
は
保
健
室
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
活
動
内
容
も
、
大
学
の
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。

医
師
の
常
駐
が
難
し
く
、
軽
い
ケ
ガ
や
症
状
に
対
す
る
応
急
処
置
も
市
販
薬
で
対
応
し
て
い

る
大
学
が
あ
る
一
方
、
医
師
常
駐
に
よ
る
保
健
診
療
を
行
っ
て
い
る
大
学
も
あ
る
。

　

現
在
、
大
学
で
は
、
健
康
診
断
や
そ
れ
に
基
づ
く
健
康
相
談
も
含
め
、
日
常
的
な
健
康
サ

小特集

保
健
室
の
い
ま
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ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
体
制・

活
動

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
精
神
的
疾
患
な
ど
へ
の
対

応
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
学
生
相
談
室

と
い
っ
た
部
署
の
設
置
も
一
般
化
し

て
い
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
連
携
は
ど

う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

　

さ
ら
に
、
麻
疹
や
風
疹
な
ど
と
と

も
に
、
前
例
の
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
感
染
症
へ

の
対
応
事
例
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

各
大
学
の
い
わ
ゆ
る
「
保
健
室
」

の
実
情
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
あ

り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

大
学
に
お
け
る
保
健
室・

学
校
医
機
能
と

そ
の
課
題

川
村 

孝

●（
公
社
）全
国
大
学
保
健
管
理
協
会 

代
表
理

事
、
京
都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構
附
属
健

康
科
学
セ
ン
タ
ー
長
、京
都
大
学
総
括
産
業
医

女
子
大
学
に
お
け
る

ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
役
割

井
上 

則
子

●
津
田
塾
大
学
ウ
ェル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
長

こ
れ
か
ら
の
保
健
室

～
多
岐
に
わ
た
る
役
割
～

清
水 

芳

●
北
里
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
看
護
係
長
、 

保
健
師
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１　
大
学
保
健
の
法
的
根
拠

　

近
代
学
校
教
育
は
１
８
７
２
年
の
「
学
制
」
に
始
ま
る
と
さ
れ

て
お
り
、
健
康
診
断
は
１
８
８
８
年
か
ら
「
活
力
検
査
」
と
し
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
８
９
４
年
に
は
東
京
と
神
戸
の
小

学
校
に
学
校
医
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
が
学
校
保�

健
の
黎
明
期
と
言
え
よ
う
（
学
校
保
健
会
『
学
校
保
健
の
歴
史
』

よ
り
）。

　

１
９
５
８
年
に
制
定
さ
れ
た
学
校
保
健
法
（
現・

学
校
保
健
安

全
法
）
で
「
学
校
に
は
保
健
室
を
設
け
る
」（
現
７
条
）、
お
よ
び

「
学
校
に
は
学
校
医
を
置
く
」（
現
23
条
）
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
こ

の
両
者
の
機
能
を
併
せ
持
つ
も
の
と
し
て
１
９
６
６
年
か
ら
国
立

大
学
設
置
法
施
行
規
則
に
基
づ
い
て
国
立
大
学
に
順
次
「
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
法
律

の
制
定
を
待
た
ず
各
大
学
で
は
保
健
機
能
が
整
備
さ
れ
、
大
学
保

健
で
最
古
の
歴
史
を
も
つ
京
都
大
学
で
は
、
１
９
０
８
年
に
健
康

相
談
と
診
療
の
た
め
に
「
医
員
室
」
と
「
病
室
」
が
開
設
さ
れ
て

い
る
。

　

学
校
保
健
安
全
法
で
は
、
学
校
あ
る
い
は
学
校
設
置
者
に
健
康

相
談
（
第
二
章
第
二
節
）、
健
康
診
断
（
同
第
三
節
）、
感
染
症
予

防
（
同
第
四
節
）
な
ど
を
課
し
て
お
り
、
ま
た
学
校
医
は
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
健
康
診
断
、
感
染
症
予
防
処
置
、
救
急
処
置
な

ど
に
従
事
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
学
校
保
健
安
全
法
施

行
規
則
22
条
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
医
療
的
業
務
が
学
校
保
健

の
中
核
と
な
る
。

　

大
学
に
は
産
業
医
も
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
安
全
衛
生
法

（
安
衛
法
）
に
基
づ
く
産
業
医
の
職
務
は
学
校
医
と
は
大
き
く
異
な

る
。
産
業
医
の
職
務
は
、
作
業
環
境
管
理
、
作
業
管
理
、
健
康
管

小
特
集

保
健
室
の
い
ま

大
学
に
お
け
る
保
健
室・

学
校
医
機
能
と
そ
の
課
題

川
村 

孝
●（
公
社
）全
国
大
学
保
健
管
理
協
会 

代
表
理
事
、

京
都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構
附
属
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
長
、
京
都
大
学
総
括
産
業
医
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理
の
い
わ
ゆ
る
労
働
衛
生
の
３
管
理
が
中
心
で
あ
る
（
労
働
安
全

衛
生
規
則
［
安
衛
則
］
14
条
）。
衛
生
教
育
や
総
括
管
理
を
含
め
て

近
年
は
５
管
理
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
産
業
医
は
医
療
実
務
は
行

わ
な
い
（
産
業
医
で
は
な
く
兼
務
し
て
い
る
学
校
医
と
し
て
行
う

こ
と
は
あ
る
）。
そ
れ
ら
の
職
務
を
職
場
巡
視
や
面
接
指
導
、
健
康

診
断
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
調
査
（
い
ず
れ
も
安
衛
則
14
条
）

と
い
っ
た
手
段
を
通
し
て
情
報
収
集
し
、
事
業
者
へ
の
勧
告
（
安

衛
法
13
条
）
な
ら
び
に
衛
生
管
理
者
に
対
す
る
指
導・

助
言
（
安

衛
則
14
条
）
と
い
う
形
で
実
現
し
て
い
く
。

２　
大
学
保
健
の
体
制
お
よ
び
経
理

　

大
学
の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
医
師
で
あ
る
教
員
が
配
置
さ

れ
、
医
療
実
務
の
提
供
と
と
も
に
学
内
に
お
い
て
一
定
の
自
律
性

を
持
つ
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
責
任
者
（
所
長
あ
る
い�

は
セ
ン
タ
ー
長
）
は
一
応
「
部
局
長
」
に
列
せ
ら
れ
、
あ
る
程�

度
の
権
威・

権
限
も
有
し
て
い
た
。
過
去
形
を
用
い
た
の
は
、�

近
年
は
部
局
の
整
理
統
合
で
全
学
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
大
き
な

ユ
ニ
ッ
ト
（
労
働
安
全
衛
生
や
学
生
支
援
に
関
す
る
「
機
構
」�

や
「
本
部
」
な
ど
）
に
統
合
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
保
健
管
理
だ

け
で
独
立
部
局
に
な
っ
て
い
な
い
大
学
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
以
後
「
保
健
管
理
施
設
」
と
称
す
る
こ
と

に
す
る
。

　

医
師
だ
け
で
医
療
は
で
き
な
い
の
で
、
大
学
の
保
健
管
理
施
設

に
は
た
い
て
い
保
健
師・

看
護
師
が
医
師
と
同
数
か
そ
れ
以
上
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
よ
っ
て
は
健
康
診
断
や
診
療
の
た
め

に
、
診
療
放
射
線
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤
師
な
ど
が
置
か

れ
、
さ
ら
に
種
々
の
相
談
業
務
の
た
め
に
臨
床
心
理
士
な
ど
の
心

理
職（
２
０
１
７
年
以
降
は
国
家
資
格
と
し
て
の
公
認
心
理
師
）
も

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
小
規
模
の
公
立・

私

立
大
学
で
は
専
任
の
学
校
医
は
置
か
ず
、
開
業
医
等
へ
の
委
嘱
あ

る
い
は
一
般
学
部
の
教
員
と
の
兼
務
と
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

学
校
保
健
は
教
育
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
提
供
さ

れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
授
業
料
あ
る
い
は
運
営
交
付
金
に
含
ま
れ

て
い
る
と
解
さ
れ
、
利
用
者
（
学
生
、
職
員
）
に
は
直
接
課
金
し

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
近
年
は
そ
の
考
え
方

は
強
制
さ
れ
ず
、
健
康
診
断
を
有
料
化
す
る
動
き
も
あ
る
（
岐
阜

大
学
）。
ま
た
、
学
生
向
け
に
診
療
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
臨
床

検
査
や
投
薬
に
要
す
る
費
用
は
小
さ
く
な
く
（
特
に
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
や
抗
う
つ
薬
は
高
価
）、
京
都
大
学
で
は
法
制
化
以
前
か
ら
の
長

い
歴
史
の
ゆ
え
か
、
臨
床
検
査
と
投
薬
は
利
用
者
に
「
実
費
負
担
」

を
求
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

小特集●保健室のいま
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３　
大
学
保
健
の
特
質

　

大
学
保
健
が
一
般
企
業
あ
る
い
は
初
等
中
等
教
育
の
健
康
管
理

と
異
な
る
点
は

①　

学
生
（
顧
客
）
と
職
員
（
労
働
者
）
の
両
者
が
対
象
で
あ
り
、

対
象
者
の
人
数
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
学
校
保
健
安
全
法
お
よ

び
労
働
安
全
衛
生
法
の
両
法
律
の
要
求
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

こ
と

②　

大
学
院
を
含
む
大
学
生
の
保
健
管
理
業
務
は
、
小・

中・

高

等
学
校
を
想
定
し
た
学
校
保
健
安
全
法
の
枠
組
み
に
は
収
ま
ら

ず
、
ま
た
大
学
は
一
般
に
少
量
多
品
目
を
扱
う
研
究
機
関
で
あ
っ

て
工
場・

鉱
山・

工
事
現
場
な
ど
を
想
定
し
た
労
働
安
全
衛
生

法
の
枠
組
み
に
も
十
分
合
致
し
な
い
こ
と

③　

教
育
機
関
で
あ
る
た
め
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
学
生

を
育
て
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
こ
と

④　

先
端
的
な
研
究
を
行
う
た
め
、
未
知
の
健
康
障
害
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と

⑤　

国
際
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
国
内
事
情
や
国
内
法
令
の
み

で
は
対
処
で
き
な
い
こ
と

⑥　

教
員
が
健
康
管
理
の
実
務
に
参
画
し
て
い
る
こ
と

⑦　

自
治
の
気
風
が
強
く
、
統
治
の
意
識
が
乏
し
い
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
の
中
で
「
大

学
保
健
安
全
法
」
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
も
あ
っ
た
が
、
文
部
科

学
省
の
感
触
は
芳
し
く
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
後
押
し
す
る
国
会
議

員
も
い
な
い
の
で
、
法
制
化
は
断
念
し
、
自
分
た
ち
の
実
践
を
通

し
て
基
準
を
作
る
方
向
に
転
換
し
た
。
現
在
、
健
康
診
断
項
目
を

大
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
べ
く
、
前
記
協
議
会
に
研
究
班

を
設
置
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
の
分
析
そ
の
他
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

４　
今
後
の
課
題

　

大
学
の
保
健
管
理
施
設
で
取
り
扱
う
健
康
課
題
の
中
で
、
特
に

大
き
な
健
康
問
題
は
感
染
症
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
あ
ろ
う
。
最

近
注
目
さ
れ
た
感
染
症
と
し
て
、
２
０
０
８
年
の
麻
疹
、
２
０
０

９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
風
疹
（
２
０
１

３
年
）
や
デ
ン
グ
熱
（
２
０
１
４
年
）
も
記
憶
に
新
し
い
。
今
後

も
変
異
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
お
そ
れ
が
な
く
な
る
こ
と
は
な�

く
、
ま
た
水
痘
予
防
接
種
の
定
期
接
種
化
（
義
務
化
）
で
自
然
感

染
が
減
り
、
免
疫
を
持
た
な
い
ま
ま
流
動
性
の
高
い
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
っ
て
小
流
行
を
来
す
懸
念
も
あ
る
（
近
年
の
麻
疹
流

行
に
同
じ
）。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
は
大
学
生
に
な
っ
て
顕
在
化
す
る
こ
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と
が
多
い
。
親
元
を
離
れ
た
り
授
業
が
選
択
制
で
あ
っ
た
り
し
て

自
己
決
定
の
余
地
が
大
き
く
な
る
一
方
、
積
極
的
に
世
話
を
焼
か

れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
自
殺
者
も
、
前
記
協
議
会
の
休・

退

学
調
査
に
応
じ
た
国
立
大
学
の
学
部
学
生
約
38
万
人
に
お
い
て
、

年
70
件
（
男
子
54
件
、
女
子
16
件
程
度
、
学
生
１
万
人
あ
た
り
年

１・

８
件
）、
大
学
院
生
15
万
人
に
お
い
て
年
20
件
（
男
子
17
件
、

女
子
３
件
、
学
生
１
万
人
あ
た
り
年
１・

４
件
）
ほ
ど
発
生
す
る
。

大
学
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
精
神
科
医
を
配
置
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
年
長
の
成
人
と
同
じ
生
活
習
慣
病
の
萌
芽
も
見
ら

れ
る
。
実
験・

実
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外
傷
も
稀
で
は
な
く
、

大
学
で
発
生
す
る
傷
病
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
広
い
。

　

大
学
は
学
生
に
と
っ
て
生
活
の
場
で
あ
る
。
授
業
を
受
け
る
だ

け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
、
学
生
（
生
協
）

食
堂
で
三
食
を
喫
し
、
大
学
当
局
や
学
生
仲
間
が
紹
介
し
た
ア
パ
ー

ト
に
住
ん
だ
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
心
身

の
不
調
に
教
員
や
同
僚
学
生
が
気
づ
く
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
早

期
あ
る
い
は
軽
症
の
う
ち
に
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
学
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
敷
居
の
低

い
心
身
相
談
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
専
門
分
化
が
進
ん

だ
医
学・

医
療
で
あ
る
が
、
大
学
で
は
総
合
診
療
あ
る
い
は
予
防

医
学
が
重
要
で
あ
る
。
産
業
保
健
業
務
も
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
大
学
の
保
健
管
理
施
設
は
ど
の
大
学
も
少
人
数
な
の
で
、

大
学
保
健
を
教
育
の
一
環
と
捉
え
て
医
師
教
員
や
そ
の
共
働
者
を

充
実
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

大
学
保
健
を
量
的・

質
的
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
学
保

健
管
理
施
設
間
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
連
携
の
場
を
提
供

し
う
る
の
が
公
益
社
団
法
人
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会
や
一
般
社

団
法
人
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
あ
る
い
は
特
定

非
営
利
活
動
法
人
全
国
大
学
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
学
会
（
旧・

全
国

大
学
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
、

現
在
研
究
発
表
や
実
務
資
料
づ
く
り
を
中
心
に
情
報
提
供
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
医
療
資
源
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化
な
ど
発

展
の
余
地
は
大
き
い
。
せ
っ
か
く
教
員
が
実
務
に
参
画
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
実
務
と
学
術
の
融
合
を
図
っ
て
幅
広
く
展
開
し
、

そ
の
成
果
を
現
場
の
業
務
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。�
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津
田
塾
大
学
で
は
、
そ
れ
ま
で
25
年
間
続
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー

を
、
１
９
９
６
年
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
た
。
当

時
、
そ
し
て
現
在
で
も
こ
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
大
学
は
珍
し
い

が
、
本
学
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
機
関
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー

の
理
念
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

１　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
意
味
す
る
も
の

　

そ
も
そ
も
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ

う
か
。「
愛
」
や
「
幸
せ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
の
生
き
方
の
質

（Q
uality of Life

）
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
に
説
明 

さ
れ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
１
９
６
０
年
代
の
米
国
でillness

（
病

気
）
に
対
し
て
注
目
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
健
康
の

捉
え
方
は
、「
身
体
の
ど
こ
か
が
悪
く
な
っ
た
。
で
は
、
そ
の
悪
い

状
態
を
薬
や
手
術
で
治
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
考
え
方
が
主
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
健
康
と
は
治
療
を
施
し
て
達
成
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
を
予
防
し
て
い
る

積
極
的
な
状
態・

プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
と
い
う
考
え

方
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
「
よ
り
良
く
生
き
る
」
が
ウ
ェ
ル
ネ
ス
で
、
１
９
７
７
年

に
設
立
さ
れ
た
全
米
ウ
ェ
ル
ネ
ス
協
会
で
は
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
は
、

人
間
が
よ
り
高
い
自
己
実
現
の
た
め
に
、
自
己
の
理
想
を
意
識
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
選
択
を
行
っ
て
い
く
積
極
的
な
プ
ロ
セ
ス

（active process

）
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
（
全
米
ウ
ェ
ル

ネ
ス
協
会
『
全
米
ウ
ェ
ル
ネ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』〈http://

w
w

w
.nationalw

ellness.org/

〉
ア
ク
セ
ス
日
：
２
０
１
６
年
９

月
29
日
）。
つ
ま
り
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
は
「
主
体
的
に
よ
り
良
く
生

き
て
い
る
」
と
い
う
現
在
進
行
形
の
状
態
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
意

味
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
も
諸
説

あ
る
が
、
現
在
は
身
体
的
、
社
会
的
、
知
的
、
精
神
的
、
情
緒
的
、

職
業
的
の
六
つ
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
健
康
増
進
な
ど

小
特
集

保
健
室
の
い
ま

女
子
大
学
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
役
割

井
上 

則
子
●
津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
長
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の
身
体
的
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と

は
包
括
的
で
全
人
的
な
概
念
で
あ
る
。

　

津
田
塾
大
学
で
は
早
く
か
ら
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
重
要
性
に
着
目
し
、

健
康
や
保
健
と
い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
を
超
え
た

活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
、
１
９
９
６
年
の
名
称
変
更
に
至
っ
た
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
「
人
間
存
在
の
あ
り
様
に
関
わ
る
言
葉
」
と
捉
え
、

学
生
一
人
一
人
が
身
体
も
心
も
魂
も
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
向

上
し
、
主
体
的
に
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
るQ

uality 
of Life

の
向
上
を
目
指
し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
（
ヘ
ル

ス・

サ
ー
ビ
ス
活
動
）
と
健
康
余
暇
科
学
科
目
（
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）
が
連
携
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

２　
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
『
津
田
塾
大
学
１
０
０
年
史
』（
津
田
塾
大
学
１
０
０
年
史
編
纂

委
員
会
編
、
２
０
０
３
年
）
に
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
歴

史
や
活
動
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
小
規

模
の
女
子
大
学
で
あ
り
な
が
ら
も
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

⑴
　
健
康
教
育
活
動

　

名
称
変
更
し
た
翌
年
の
１
９
９
７
年
か
ら
、「
地
域
に
開
か
れ
た

大
学
」
を
目
指
し
、
公
開
講
座
を
年
４
、
５
回
開
催
し
て
い
る
。

個
人
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
あ
る
い
は
社
会
全
体

が
よ
り
良
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
共
に
考
え
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

扱
っ
て
き
た
テ
ー
マ
は
「
癒
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
い
の
ち
」「
共

に
生
き
る
」「
エ
コ
：
と
も
に
考
え
る
～
世
界
と
自
己
を
つ
な
ぐ

～
」「『
食
』
を
考
え
る
」「
希
望
」
と
、
時
代
に
伴
い
変
化
し
て
い

る
。
そ
の
間
、
河
合
隼
雄
氏
（
心
理
学
者
）、
柳
田
邦
男
氏
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）、
細
谷
亮
太
氏
（
小
児
科
医
）
な
ど
に
講
師

を
お
願
い
し
た
。
本
年
の
秋
に
は
、
脳
溢
血
の
後
遺
症
で
右
半
身

が
不
自
由
で
あ
り
な
が
ら
、
左
手
の
み
で
意
欲
的
に
演
奏
活
動
を

続
け
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
舘
野
泉
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
た
が
、
20
年

間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

多
彩
な
講
師
陣
で
あ
っ
た

と
改
め
て
感
じ
る
。
講
演

内
容
は
ご
本
人
の
許
可
を

得
た
上
で
文
章
に
し
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー

報
告
書
に
掲
載
し
て
い
る

が
、
並
行
し
て
講
演
会
の

様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
保

ウェルネス・センター

小特集●保健室のいま
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管
し
て
い
る
。

⑵
　
相
談
活
動

　

相
談
活
動
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
活
動
と
し
て
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
と
い
う
包
括
的
な
概
念
の
下
で
健
康
相
談
と
学
生
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
健
康
相
談
は
医
師
（
内
科
、
皮
膚
科
、
婦
人
科
）、
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
が
担
当
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
症
状
を
抱
え

た
学
生
か
ら
「
病
院
の
何
科
を
受
診
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
っ
た

相
談
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
何
ら
か
の
不
全
感
が
あ
っ
て
医
務

室
を
訪
れ
た
学
生
が
、
保
健
師・
看
護
師
の
勧
め
で
学
生
相
談
（
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
を
受
け

る
気
持
ち
に
な
る
な
ど
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
護
り
」
の
中
に

い
る
と
い
う
実
感
を
通
し

て
、
安
心
し
て
次
な
る
行

動
の
準
備
が
整
っ
て
い
く

と
い
う
働
き
が
健
康
相
談

の
中
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
相
談
も
、
女
子
大
学
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。「
食
べ

る
」
と
い
う
行
為
は
、
人

間
の
生
の
営
み
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
昨

今
の
若
い
女
性
の
食
行
動

の
混
乱
や
「
や
せ
志
向
」

に
伴
う
摂
食
障
害
な
ど
、

「
食
」
に
関
す
る
問
題
は
多

い
。
冊
子
『
自
炊
の
す
す

め
』
の
配
布
や
「
季
節
の

お
す
す
め
レ
シ
ピ
」
を
掲

示
す
る
な
ど
、
単
な
る
栄

養
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
人
が
そ
の
人
な
り
に
「
食
」
を
通
し
て
人
生
の
楽
し
み
や
辛

さ
を
咀
嚼
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
心
が
け
て
い
る
。

　

学
生
相
談
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
専
任
１
名
、
非
常
勤
２
名
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
例
年
、
全
学
生
の
１
割
弱
が
利
用
し

て
い
る
。
学
生
、
セ
ミ
ナ
ー
や
授
業
の
担
当
教
員
、
職
員
か
ら
の

相
談
も
多
く
、
最
近
は
学
生
の
家
族
か
ら
の
相
談
が
著
し
く
増
え

て
い
る
。
学
生
相
談
の
利
用
率
が
高
い
か
否
か
、
あ
る
い
は
持
ち

込
ま
れ
る
問
題
の
深
刻
度
な
ど
を
他
大
学
と
比
較
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
印
象
と
し
て
は
「
ま
じ
め
す
ぎ
る
」
が
故
に
抱
え
て
し

落ち着いた雰囲気の相談室

学生相談には箱庭も活用
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ま
う
苦
悩
に
戸
惑
っ
て
い
る
学
生
は
少
な
く
な
い
。
発
達
障
害
と

思
わ
れ
る
学
生
の
相
談
も
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
、
特
に
障
害
の
認
識
は
な
い
が
傾
向
の
あ
り
そ
う
な
学
生

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
い
か
に
支
援
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
で
は
入
学
直
後
に
、
精
神
的
健
康

を
も
含
む
全
人
的
な
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
Ｕ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
」

（U
niversity Personality Inventory

）
を
、
１
９
６
５
年
か
ら

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
高
得
点
の
学
生
に
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
呼
び
出
し
面
接
を
行
っ
て
お
り
、
大
学
の
学
び

が
順
調
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
本
学

の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
１
９
８
４
年
か
ら
教
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
が
、
当
時
、
私
立
大
学
で
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。
専
任
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
中
心
に
、
臨
床
経
験
を
踏
ま
え
た
共
同
研
究
も
行
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
が
学
生
相
談
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
。

⑶
　
定
期
健
康
診
断

　

毎
年
４
月
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
て
お
り
、
受
診
率
は 

１
年
生
が
１
０
０
％
弱
で
、
学
年
が
進
行
す
る
に
伴
っ
て
や
や
低

く
な
る
が
、
４
年
生
で
も
90
％
前
後
で
あ
る
。
歯
科
健
診
は
保
健

セ
ン
タ
ー
設
置
の
１
９
７
１
年
以
降
、
新
入
生
全
員
が
受
診
し
て

い
た
が
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
全
員
参
加

可
能
な
「
歯
の
健
康
フ
ェ

ア
」
を
設
け
、
歯
科
健
診・

歯
磨
き
指
導・

栄
養
指
導

を
実
施
し
て
い
る
。
本
学

で
は
、
こ
の
健
康
診
断
の

結
果
を
、
異
常
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
医
務
室
で

一
人
一
人
に
手
渡
し
で
返

却
し
て
い
る
。
小
規
模
大

学
な
ら
で
は
の
フ
ォ
ロ
ー

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら

返
却
率
は
40
％
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
返
却
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

⑷
　
応
急
処
置・

簡
単
な
検
査
等
の
医
務
室
活
動

　

保
健
師・

看
護
師
が
常
駐
し
、
学
校
医
（
内
科
）
と
相
談
し
な

が
ら
、
健
康
管
理
、
応
急
処
置
、
定
期
健
康
診
断
の
証
明
書
、
健

康
教
育
（
感
染
症
、
熱
中
症
予
防
な
ど
の
掲
示
や
Ｈ
Ｐ
の
作
成
、

ア
ル
コ
ー
ル・

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
実
施
）、
休
養
室
の
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
医
務
室
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
体
調
の
優
れ
な
い
学
生
の
緊
張

を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
基
本
姿
勢
と
考
え
、 学生・教職員を対象に歯科健診を毎年実施
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雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
病
気
休
学

者
や
健
康
診
断
を
連
続
し
て
未
了
の
学
生
に
対
し
て
、
医
務
室
が

個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
前
は
暑
中
見
舞
い

な
ど
の
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
い
た
が
、
最
近
は
そ
れ
を
メ
ー
ル
で
行
っ

て
い
る
。
本
人
が
い
つ
で
も
大
学
と
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
る
よ
う

に
、
つ
ま
り
大
学
で
の
「
居
場
所
」
の
一
つ
と
し
て
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。

⑸
　
食
環
境
に
関
す
る
活
動

　
「
⑵
相
談
活
動
」
の
中
で
紹
介
し
た
管
理
栄
養
士
が
、
学
生
食
堂

や
喫
茶
の
衛
生
管
理・

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
食
品
衛
生
の
最
新

情
報
や
食
中
毒
予
防
、
そ
し
て
手
洗
い
な
ど
を
中
心
に
指
導
し
て

い
る
が
、
文
化
祭
で
は
学
生
へ
の
衛
生
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

⑹
　
広
報
活
動

　

最
後
に
、
広
報
活
動
を
紹
介
し
た
い
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
年
３
回
発
行
し
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
に
関
す
る
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
発
信
し
て
い
る
。

記
事
と
し
て
は
、
本
学
教
員
に
よ
る
「
私
の
学
生
時
代
」、
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
出
会
う
学
生
た
ち
」、
医

師
（
内
科・

皮
膚
科・

婦
人
科
）
の
「M

edical Report

」、
管
理

栄
養
士
の
「
管
理
栄
養
士
か
ら
の
ひ
と
こ
と
」、
そ
し
て
健
康
余
暇

科
学
科
目
の
担
当
教
員
の
「
科
目
紹
介
」
で
あ
る
。「
私
の
学
生
時

代
」
は
特
に
好
評
で
、
学
生
は
教
員
の
学
生
時
代
と
自
分
を
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
、
主
体
的
に
よ
り
良
く
生
き
て
い
く
手
が
か
り
を

見
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
広
報
活
動
と
し
て
は
、「
ウ
ェ
ル
ネ

ス・

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
の
ほ
か
に
、「
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー

報
告
書
」
を
発
行
し
、
学
内
外
関
係
者
に
配
付
し
て
い
る
。

　

以
上
の
活
動
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
長
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
英
文
学
科
、
国

際
関
係
学
科
、
数
学
科・

情
報
科
学
科
の
専
任
教
員
各
１
名
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
の
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
運
営
委
員
会
に
は
、
他
部
署
と
緊
密
な
連
携
を
取
れ
る
よ
う
に
、

教
務
課・

学
生
生
活
課・

保
健
師
も
加
わ
る
。

３　
健
康
余
暇
科
学
科
目
と
の
連
携

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
概
念
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
具
現
化
し

た
も
の
が
、
健
康
余
暇
科
学
科
目
で
あ
る
。
学
内
で
し
ば
し
ば
車

の
両
輪
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ

ン
タ
ー
の
ヘ
ル
ス・

サ
ー
ビ
ス
活
動
は
、
こ
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
連
携
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
健
康
余
暇
科
学
科
目
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
単
な
る
身
体
活
動
で
は
な
く
、
人
間
に

と
っ
て
の
生
き
る
意
味
や
心
の
教
育
と
結
び
付
け
て
い
る
点
に
特
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徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
運
動
ス
キ
ル
を
「
教
え
る
／
学
ぶ
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
を
心
身
両
面
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
、
身

体
と
心
を
統
合
す
る
方
法
を
体
験
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
学

生
た
ち
は
、
身
体
か
ら
心
に
働
き
か
け
る
ボ
デ
ィ
マ
イ
ン
ド
の
調

和
を
目
指
す
「
動
き
の
教
育
」
や
「
余
暇
教
育
」
を
学
び
、「
健
康

教
育
」
で
は
女
性
の
人
生
で
身
近
な
月
経
、
妊
娠
、
出
産
、
更
年

期
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

ま
た
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
研
究
」
と
し
て
人
間
関
係
論
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
基
礎
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、
世
界
の
身
体
文
化
表
現
論
、

癒
し
の
身
体
技
法
、
野
外
教
育
な
ど
の
多
彩
な
授
業
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
人
間
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
自
ら
のQ

uality 
of Life 

を
模
索
し
て
い
く
。
人
間
関
係
論
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

基
礎
は
、
予
防
教
育
の
意
味
も
含
め
て
、
学
生
相
談
の
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
「
健
康
教
育
」
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
健
康
教
育
活
動
の
公
開
講

座
を
開
催
し
た
り
、「
動
き
の
教
育
」
で
は
普
通
救
命
講
習
会
を
実

施
し
、
全
学
生
が
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
応
急
手

当
法
を
習
得
す
る
な
ど
、
ヘ
ル
ス・

サ
ー
ビ
ス
活
動
と
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
相
互
に
連
携
し
て
い
る
。
学
生
は
、
こ
れ
ら
の
授
業

を
通
し
て
女
性
と
し
て
の
自
ら
の
身
体
あ
る
い
は
女
性
の
社
会
的

規
範
な
ど
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
身
体
も
心
も
魂
も
全
体
的
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
向
上
し
、
よ
り
良
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い

く
。
健
康
余
暇
科
学
科
目
は
、
女
性
の
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
人
間

力
を
育
む
も
の
（
全
人
教
育
）
で
あ
り
、
津
田
塾
大
学
の
教
育
理

念
で
あ
る「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド・

ウ
ー
マ
ン（A

ll-round W
om

en

）」

の
育
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
た
当
時
の
江
尻
美
穂
子
セ

ン
タ
ー
長
は
、
そ
の
使
命
に
つ
い
て
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー

は
治
療
や
診
療
を
中
心
と
す
る
機
関
で
は
な
く
、
教
育
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。（
略
）
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ

ン
タ
ー
の
活
動
は
、
あ
る
意
味
で
は
地
味
な
も
の
で
す
が
、
誰
か

ら
も
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
、
内
容
の
濃
い
質
の
高

い
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
津

田
塾
大
学
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
紹

介
し
て
き
た
よ
う
に
、
健
康
余
暇
科
学
科
目
と
の
連
携
、
す
な
わ

ち
女
性
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
学
生
が
主

体
的
に
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
を
包
括
的
に
支
援
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
小
規
模
な
女
子
大
学
の
利
点
を
生
か
し
て
、
今
後
も

一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
、
き
め
細
か
な
対
応
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 
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は
じ
め
に

　

北
里
大
学
は
、
北
里
柴
三
郎
を
学
祖
と
し
て
創
設
さ
れ
た
生
命

科
学
の
総
合
大
学
で
あ
る
。
医
療
系
学
部
の
医
学
部
、
看
護
学
部
、

医
療
衛
生
学
部
、
薬
学
部
と
、
生
命
科
学
分
野
の
理
学
部
、
獣
医

学
部
、
海
洋
生
命
科
学
部
、
お
よ
び
七
つ
の
大
学
院
研
究
科
を
設

置
し
て
い
る
。
１
年
次
は
全
学
生
が
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
、

２
年
次
か
ら
は
、
薬
学
部
は
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
）、
獣
医

学
部
は
十
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
青
森
県
）、
他
学
部
は
相
模
原
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
る
各
学
部
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
専
門
分
野
を
学
ぶ
。

　

北
里
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
当
セ
ン
タ
ー
）
は
、

学
生
や
教
職
員
が
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
、
健
康

診
断
や
健
康
相
談
な
ど
の
保
健
管
理
、
心
理
支
援
、
心
理
教
育
を

目
的
に
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
室
、
学
生
相
談
室
、
教
職
員
相
談
室
を
設
置
し
、
保
健
室
に

医
師
と
保
健
師
、
学
生
相
談
室
と
教
職
員
相
談
室
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
て
い
る
。
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、

十
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
他
に
、
併
設
校

の
あ
る
北
本
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
）

お
よ
び
新
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健
室
、

学
生
相
談
室
と
も
連
携
し
て
い
る
。
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
約
５
６
０

０
名
、
教
職
員
約
４
１
０
０
名
が
在
籍

す
る
。
本
稿
で
は
、
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
に
対
す
る
保
健
室
の
あ
り
方

お
よ
び
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１�　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の�

保
健
室
業
務

　

当
セ
ン
タ
ー
の
人
員
は
セ
ン
タ
ー
長

小
特
集

保
健
室
の
い
ま

こ
れ
か
ら
の
保
健
室
～
多
岐
に
わ
た
る
役
割
～

清
水 

芳
●
北
里
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
看
護
係
長
、
保
健
師図表１　北里大学健康管理センター設置規定

学生及び教職員に対して次の業務を行う。
①　保健管理についての企画立案に関すること。
②　定期及び臨時の健康診断に関すること。
③　健康診断の事後措置指導及び経過観察に関すること。
④　健康に関する相談・助言に関すること。
⑤　保健管理に関する調査研究及び啓発活動に関すること。
⑥　その他保健管理についての専門的業務に関すること。
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（
内
科
医
）、
医
師
（
内
科
３
名・

精
神
科
１
名
）、
保
健
師
（
常
勤

４
名
）、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
学
生
担
当
：
常
勤
３
名
、
非
常
勤
４

名
、
教
職
員
担
当
：
常
勤
１
名
）、
事
務
（
８
名
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
設
置
規
定
に
よ
っ
て
、
保
健
室
の
業
務
は
図
表
１
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

保
健
室
は
、
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
、
土
曜
日
は
奇

数
週
の
み
12
時
ま
で
開
室
し
て
い
る
。
保
健
師
４
名
と
保
健
室
専

任
医
師
１
名
が
常
駐
し
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
け
が
の
応
急

処
置
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
保
険
診
療
は
実
施
し
て
い
な
い
。
保

健
室
の
年
間
行
事
を
図
表
２
に
示
す
。

２　
校
医
と
の
連
携

　

校
医
は
「
北
里
大
学
病
院・

北
里
東
病
院
医
師
か
ら
各
専
門
分

野
の
医
師
を
置
く
」
と
規
定
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
長
を
主
任
校
医
と

し
て
、
内
科
校
医
（
内
分
泌
代
謝
内
科・

呼
吸
器
内
科・
循
環
器

内
科・

腎
臓
内
科・

消
化
器
内
科
）
計
６
名
、
精
神
科
校
医
２
名

の
計
８
名
が
在
籍
す
る
。

　

校
医
は
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
時
の
協
力
、
大
学
行
事
に
伴

う
救
護
、
保
健
室
業
務
に
関
連
す
る
専
門
領
域
の
情
報
提
供
な
ど

の
役
割
を
担
い
、
健
康
診
断
で
異
常
所
見
が
あ
っ
た
場
合
、
校
医

面
談
の
実
施
、
医
療
機
関
受
診
な
ど
の
指
示
を
行
う
。

　

校
医
と
保
健
師
、
学
生
担

当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
校

医
連
絡
会
、
お
よ
び
学
長
、

校
医
、
保
健
師
、
学
生
担
当

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
校
医

懇
談
会
を
、
年
に
１
回
ず
つ

開
催
し
て
い
る
（
図
表
２
参

照
）。
こ
の
会
で
は
、
健
康
診

断
の
事
後
措
置
結
果
報
告
や

保
健
室
利
用
者
状
況
な
ど
の

情
報
交
換
を
行
う
が
、
特
に

校
医
懇
談
会
は
、
学
長
に
対

し
て
、
大
学
全
体
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
健
康
管
理
上
の
事
項
に
つ
い
て
直
接
報
告
す
る
機
会

と
な
る
。

　

拡
大
校
医
連
絡
会
は
、
年
に
１
回
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
医
が

健
康
管
理
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
会
議
で
話
し
合
い
を
実
施
し
て
い
る
。

３　
保
健
室
利
用
状
況

　

２
０
１
５
年
度
の
保
健
室
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
保
健
室
利
用

者
内
訳
（
図
表
３
）、
保
健
室
処
置
内
容
内
訳
（
図
表
４
）
を
示 図表２　保健室年間行事

  4月 定期健康診断
  5月 特殊健康診断、Ｂ型肝炎ワクチン接種１回目
  6月 Ｂ型肝炎ワクチン接種２回目
  7月 校医連絡会、麻疹・風疹・ＭＲワクチン接種
  9月 ムンプスワクチン接種
10月 学生課担当者連絡会

11月 拡大校医連絡会・インフルエンザワクチン接種・
Ｂ型肝炎ワクチン３回目

12月 後期特殊健診・水痘ワクチン接種
  3月 校医懇談会、キャンパス異動者申し送り

小特集●保健室のいま

73 大学時報　2016.11



す
。
保
健
室
利
用
者
は
、
総
計
９
１
６
０
名
で
あ
り
、
内
訳
は
、

発
熱
や
下
痢
な
ど
の
体
調
不
良
、
部
活
や
通
学
中
の
け
が
な
ど
が

多
い
。
保
健
師
が
問
診
し
、
学
生
の
希
望
や
状
況
に
応
じ
て
医
師

が
診
察
を
行
う
。
保
険
診
療
を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
市
販
薬

や
休
養
な
ど
の
経
過
観
察
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
近
隣
の
医
療

機
関
受
診
を
勧
め
る
。
病
院
実
習
に
参
加
す
る
学
生
も
多
い
た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
が
疑
わ
れ
る
症
状
を
含
む
感

染
症
の
出
校
停
止
期
間
の
指
導
や
、
病
院
実
習
参
加
の
判
断
な
ど

も
行
う
。

　

近
年
、
若
い
女
性
の
「
や
せ
す
ぎ
」
が
健
康
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
低
体
重
者
対
応
フ
ロ
ー
」
を
作
成
し
、

内
科
的
疾
患
と
摂
食
障
害
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
健
康
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
訴
え
る
学
生
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
体
調

不
良
で
来
室
し
た
が
、
精
神
的
影
響
も
疑
わ
れ
る
学
生
に
は
、
身

体
的
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
科
校
医
面
談
や
学
生
相
談
室
利

用
な
ど
に
繋
げ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
学
生
相
談
室
か
ら
保
健

室
に
健
康
相
談
依
頼
が
あ
る
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

　

保
健
室
処
置
内
容
で
は
、
休
養
ベ
ッ
ド
利
用
者
１
９
６
名
は
前

年
比
１・

75
倍
。
頭
痛
や
気
分
不
快
な
ど
、休
憩
時
間
を
利
用
し
た

休
養
が
多
い
。
２
０
１
５
年
度
は
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
学
生
の
休
養
や
、
月
経
に
起
因
す
る
休
養
が
増
加
し
て
い
る
。

４　
学
部
と
の
連
携

　

日
々
の
保
健
室
業
務
の
中
で
、
学
生
へ
の
通
知
や
呼
び
出
し
は

各
学
部
の
学
生
課
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
。
年
に
１
回
、
各
学
部

の
学
生
課
担
当
者
連
絡
会
を
開
催
し
、
年
間
行
事
日
程
の
確
認
や

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

図表３　2015年度　　　　
　　　保健室利用者内訳

図表４　2015年度 　　　　
　　　 保健室処置内容内訳

項　　目 （件）
内科的疾患 1,665
外科的疾患 145
整形外科的疾患 237
眼科的疾患 68
耳鼻科的疾患 81
婦人科的疾患 60
皮膚科的疾患 157
精神科的疾患 269
歯科的疾患 16
検　査 419
予防接種 4,641
予防接種指導 667
保健相談 317
書類発行 369
その他 49

計 9,160

項　　目 （件）
健康相談 1,035
検　温 705
医療機関紹介 537
紹介状発行 474
血圧測定 371
外科的処置 291
検　尿 238
休養ベッド利用 196
投　薬 81
身長・体重測定 62
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ま
た
、
実
験
時
の
薬
品
の
飛
散
に
よ
る
事
故
や
、
意
識
障
害
な

ど
重
症
な
場
合
に
混
乱
な
く
緊
急
対
応
で
き
る
よ
う
に
、「
緊
急
時

の
受
診
対
応
フ
ロ
ー
」
を
作
成
し
て
各
学
部
に
配
付
し
て
い
る
。

　

学
生
生
活
全
般
に
関
す
る
種
々
の
配
慮
の
た
め
に
、
保
健
室
が

関
わ
る
機
会
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
低
体
重
の
学
生

が
宿
泊
を
伴
う
実
習
や
授
業
に
参
加
す
る
場
合
に
、
事
前
に
セ
ン

タ
ー
長
、
保
健
師
、
校
医
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
員
、
学
部
事
務

な
ど
の
多
職
種
に
よ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
た
。
情
報
共

有
と
配
慮
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
学
生
に
は
よ
り
良
い
環

境
を
提
供
し
、
学
生
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
経
験
を
し
た
。

そ
の
他
に
、
学
生
が
病
気
を
自
己
管
理
す
る
支
援
の
た
め
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
意
見
書
を
提
出
し
、
学
部
や
保
護
者
に
理
解
や
協
力

を
求
め
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
関
連
部
署
が

持
っ
て
い
る
情
報
を
共
有
し
て
連
携
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
―
保
健
室
の
こ
れ
か
ら
―

　

学
生
時
代
は
、
専
門
知
識
を
学
ぶ
だ
け
の
時
期
で
は
な
い
。
将

来
、
成
人
と
し
て
心
身
共
に
健
康
で
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
も
、

自
己
管
理
が
大
切
な
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
は
そ
の
自
覚

が
な
い
こ
と
も
多
い
。
大
学
入
学
を
機
に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
学
生
も
多
い
。
卒
業
研
究
や
就
職
活
動
、

国
家
試
験
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
も
い
る
。
不
規
則
な

生
活
や
運
動
不
足
か
ら
肥
満
に
な
る
学
生
や
、
女
子
学
生
の
低
体

重
や
月
経
不
順
な
ど
、
実
は
健
康
を
害
す
る
多
く
の
要
因
が
身
近

に
あ
る
。「
今
」
は
身
体
の
不
調
が
な
く
、
健
康
を
気
遣
う
こ
と
も

せ
ず
に
過
ご
し
て
い
て
も
、「
今
」
の
生
活
が
今
後
の
自
分
の
健
康

に
大
き
く
影
響
し
て
い
く
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
の
学
生
が
気
付
い

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

自
己
管
理
の
第
一
歩
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
、
保
健
室
が
担
っ

て
い
る
役
割
は
大
き
い
。
保
健
室
か
ら
学
生
へ
、
健
康
に
つ
い
て

意
識
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
常
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。
北
里
大

学
は
創
設
以
来
、「
チ
ー
ム
医
療
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
大
学

で
あ
り
、
大
学
病
院
な
ど
の
各
部
署
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
特
色

が
あ
る
。
こ
の
北
里
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
生

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
保
健
室
に
よ
る
健
康
管
理
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
よ
り
身
近
な
、
よ
り
開
か
れ

た
学
生
の
健
康
を
支
え
る
保
健
室
を
目
指
し
て
前
進
し
た
い
。�
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